
茨木市立 庄栄小学校 茨木っ子グローイングアップ計画 

                                       平成３０年１０月作成 

  ３年間の計画          

 
 目標 平成２９年度(２０１７年度) 平成３０年度(２０１８年度) 平成３１年度(２０１９年度) 

中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク
保
幼
小
中
連
携 

保
幼
小
中
で
十
八
歳
時
点
で
の
め
ざ
す
子
ど
も
像
を
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通
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解
し
、 

子
ど
も
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に
合
わ
せ
た
実
践
を
行
う
。 

 

保幼小中合同授業研（庄栄小） 

・それぞれの発達段階の理解 

・授業研、公開保育などへの参加 

・行事交流、授業参観 

・部活動体験 ・体験授業 

・授業スタンダードの交流 

・中学校区保幼小中連携カリキュラムの

活用 ・給食交流会  

・中学校教員による出前授業  

・小中交流会 

・保幼小中合同授業研（三島小） 

・学力保障につながる授業作り 

・平成２９年度の取組みの継続・ 

見直し 

・保幼小中合同授業研（三島中） 

学力保障につながる授業作りの

検証・改善 

・平成３０年度の取組みの継続・ 

見直し 

・中学校区保幼小中連携カリキュラ 

ムの見直し 

 

確
か
な
学
力
の
育
成 

豊
か
な
表
現
力
を
育
て
る 

  

・算数科を通して豊かな表現力を育て

る。 

・模擬授業を中心とした教材研究・研修

会（算数科） 

・問題解決的な学習 

・班活動・ペア活動 

・「聞き方」「話し方」名人 

・ミニ学習会での職員のスキルアップ・ 

ノート指導の研究・ICT活用 

・図書館と連携した読書活動 

・読書タイム 読み聞かせ 

・教科を通して豊かな表現力を育てる。 

・２９年度の総括を生かして授業を中心

とした教材研究・研修会 

・問題解決的な学習 

・班活動・ペア活動 

・「聞き方」「話し方」名人の改良 

・ミニ学習会での職員のスキルアップ・ 

ノート指導の研究・ICT活用 

・図書館と連携した読書活動 

・読書タイム 読み聞かせ 

・教科を通して豊かな表現力を育てる。 

・３０年度の総括を生かして授業を中心

とした教材研究・研修会 

・問題解決的な学習 

・班活動・ペア活動 

・「聞き方」「話し方」名人の改良 

・ミニ学習会での職員のスキルアップ・ 

ノート指導の研究・ICT活用 

・図書館と連携した読書活動 

・読書タイム 読み聞かせ 

豊
か
な
人
間
性
を
育
む 

豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り 

～
も
っ
と
知
ろ
う
自
分
の
こ
と
友
だ
ち
の
こ
と 

・異学年交流（児童会「七夕朝会」・あ

そびんぴっく・低中高学年での運動会

の取り組み・体育委員会「おにごっこ

大会」・クリーン作戦・応援団） 

・平和学習（修学旅行など） 

・国際理解教育（保護者と連携して） 

・道徳の研究授業と校内研修会 

・ひまわり学級との交流会 

・いのちの学習（保健室と連携して） 

・あいさつ運動（三島中と連携して） 

・実態交流会・ケース会議 

・異学年交流（児童会「七夕朝会」・あ

そびんぴっく・低中高学年での運動会

の取り組み・体育委員会「おにごっこ

大会」・クリーン作戦・応援団） 

・平和学習（修学旅行など） 

・国際理解教育（保護者と連携して） 

・道徳の研究授業と校内研修会 

・ひまわり学級との交流会 

・いのちの学習（保健室と連携して） 

・あいさつ運動（三島中と連携して） 

・実態交流会・ケース会議 

・異学年交流（児童会「七夕朝会」・あ

そびんぴっく・低中高学年での運動会

の取り組み・体育委員会「おにごっこ

大会」・クリーン作戦・応援団） 

・平和学習（修学旅行など） 

・国際理解教育（保護者と連携して） 

・道徳の研究授業と校内研修会 

・ひまわり学級との交流会 

・いのちの学習（保健室と連携して） 

・あいさつ運動（三島中と連携して） 

・実態交流会・ケース会議 

健
康
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力
の
増
進 

い
ろ
い
ろ
な
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を
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し
て
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楽
し
む
心
を
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て
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・茨木っ子運動（運動会） 

・マラソンタイム 

・なわとび・てつぼう・マラソンカード 

・ミニ研修会の実施 

・体育用具の整備・充実 

・保健委員会・給食員会の活動 

・保健や給食だよりによる生活習慣の改

善 

・茨木っ子運動（運動会） 

・マラソンタイム 

・なわとび・てつぼう・マラソンカード 

・ミニ研修会の実施 

・体育用具の整備・充実 

・保健委員会・給食員会の活動 

・保健や給食だよりによる生活習慣の改

善 

・茨木っ子運動（運動会） 

・マラソンタイム 

・なわとび・てつぼう・マラソンカード 

・ミニ研修会の実施 

・体育用具の整備・充実 

・保健委員会・給食員会の活動 

・保健や給食だよりによる生活習慣の改

善 

支 援 教 育 の 充 実 

１ 



 

     今年度の結果と取組みについて      
 

 

 

○●国語●○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語Ａ 
（領域ごと） 
① 話すこと・聞くこと 
  概ね良好な結果であった 

 
② 書くこと 
良好な結果であった 

 
③読むこと 

   概ね良好な結果であった 
 
④言語事項 

   概ね良好な結果であった 
 
    
 
（問題形式） 
 ①選択式 
    概ね良好な結果であった 
 
③ 短答式 

課題が残る結果であった 
 
④ 記述式 

なし 
 
（無解答率） 
   概ね良好な結果であった 
 
（その他） 
 
   
 
 

（１）全国学力・学習状況調査 

国語Ｂ 
（領域ごと） 
① 話すこと・聞くこと 

   概ね良好な結果であった 
 
②書くこと 

   概ね良好な結果であった 
 
③読むこと 

   概ね良好な結果であった 
 
④言語事項 

   なし 
   
 
（問題形式） 

 ①選択式 

    概ね良好な結果であった 
 
②短答式 

なし 
 
 ③記述式 

    概ね良好な結果であった 
 
（無解答率） 

   概ね良好な結果であった 
 
（その他） 

 

   

 

 

 

 

 

分析 

 正答率が高かったのは、国語Aの「書くこと」の領域で「物語を書くときの構成の工夫の説明として適

切なものを選択する」と国語B「話すこと・聞くこと」の領域で「話し合いの参加者として、質問の意図

を捉える」であった。A・Bとも選択式の問題形式の正答率が高かった。 

 一方で、今回の調査において正答率が低かったのは、国語Aの「文の中における主語と述語との関係な

どに注意して、文を正しく書く」と国語Bの「目的や意図に応じ、内容の中心を明確にして詳しく書く」

「話しての意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめる」であることからも、文

章の要旨を読み取り、それらを自分なりに正しく表現することを苦手としている。書くことを通して表現

することは、日常的に積み上げていくことが大切であるので、「自分の考えを書く・話す」作業や活動を

今後も続けていく必要がある。 

  

 

 

 

正答率がもっとも高かったのは、「図書館への行き方

の説明として適切なものを選択する」問題、もっとも

低かったのは、「文を正しく書き直す」問題であった。 

無解答率がもっとも高かったのは、「漢字を正しく書

く」問題であった。 

正答率がもっとも高かったのは、「計画的に話し合

うために、司会の役割について捉える」問題、もっ

とも低かったのは、「目的や意図に応じ、内容の中心

を明確にして、詳しく書く」問題であった。無解答

率がもっとも高かったのは、「目的に応じて、文章の

内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら

読む」問題である。 

２ 



○●算数●○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数Ａ 

（領域ごと） 

① 数と計算 

 概ね良好な結果であった 
 
②量と測定 

      概ね良好な結果であった 

② 図形 

     概ね良好な結果であった 
 
④数量関係 

     概ね良好な結果であった 
 
（問題形式） 

  ①選択式 

    概ね良好な結果であった 
 
②短答式 

概ね良好な結果であった 
 
③記述式 

     なし  
 
（無解答率） 

    概ね良好な結果であった 
 
 
 
（その他） 

 

   

 

 

 

算数Ｂ 

（領域ごと） 

①数と計算 

    概ね良好な結果であった 
 
②量と測定 

    概ね良好な結果であった 
 
③図形 

     概ね良好な結果であった 
 
④数量関係 

    概ね良好な結果であった 
 
（問題形式） 

 ①選択式 

    概ね良好な結果であった 
 
 ②短答式 

    概ね良好な結果であった 
 
 ③記述式 

     概ね良好な結果であった 
 
（無解答率） 

    概ね良好な結果であった 
 
 
（その他） 

 

   

 

 

 

 

分析 

 全体的な正答率は、全国平均を上回っている。領域では「数と計算」「図形」「数量関係」、評価の観点

では「数量や図形についての知識・理解」の正答率が全国平均を上回っている。課題がみられるのは、「量

と測定」の領域と「数量や図形についての技能」である。共通して式を求める問題（割合や円周率、小数

の除法など）で多くの児童がつまずいており、全体の課題となっている。 

 「図形の構成要素や性質を基に、集まった角の大きさの和が３６０度になっていることを記述する」問

題や「メモの情報とグラフを関連付け、総数や変化に着目していることを解釈し、それを記述できる」問

題に課題があった。「算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか」とい

う問いに対して「当てはまる・どちらかといえば当てはまる」の合計が約８３％で全国平均より若干低く

なっている。 

普段の授業で、数学的な知識を基にして自分の考えをまとめて記述する取組みをよりすすめる必要があ

る。また、数と計算の正答率が６割～７割であるので、授業や朝の学習などで基礎的な計算練習を低学年

から積み上げて、計算力を高める取組みをすすめることが課題である。また、整数だけでなく小数による

問題が解ける力が必要であり、問題を図式化する習慣をつけるなど、問題の意図をイメージ化する力を育

てる取組みが必要である。 

正答率が高かったのは、「面積がそろっている二

つのシートの混み具合について正しいものを選

ぶ」と「角の大きさが何度であるか選ぶ」問題で

あった。正答率が低かったのは、「二つのシートの

混み具合を比べる式の意味について、正しいもの

を選ぶ」問題であった。 

無解答率が全国平均よりも若干高く、もっとも

高かったのは「百分率をもとめる問題」と「折れ

線グラフから変化の特徴を読み取る」問題であっ

た。 

正答率がもっとも高かったのは、「合同な正

三角形で敷き詰められた模様の中に、条件に

合う図形を見いだす」問題、もっとも低かっ

たのは、「メモの情報とグラフを関連づけ総数

や変化に着目していることを解釈し、それを

記述する」問題であった。 

無解答率が全国平均よりも若干高くなって

いた。問題の構成が複雑で、意味を読み解く

力が不十分であったり、読み解く時間が足り

なかった児童が多い可能性がある。 



○●理科●○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（領域ごと） 
①物質          概ね良好な結果であった 

  
②エネルギー      良好な結果であった 

  
③生命          概ね良好な結果であった 

  
④地球          概ね良好な結果であった 

 
    
 
 
（問題形式） 
 ①選択式        概ね良好な結果であった 
  
 ②短答式        概ね良好な結果であった 
  
 ③記述式        概ね良好な結果であった 
 
 
 
（無解答率）        概ね良好な結果であった 
 
 
 
（その他） 
 

 

 

 

 

分析 

全体的な正答率は、全国平均を上回っている。区分別では「エネルギー」「地球」で全国平均を上回っ

ており、「物質」「生命」でわずかであるが、全国平均を下回っていた。 

 問題の形式では、実験結果や観察の結果をもとにして結論を書く問題に課題がみられるので、グループ

などで実験や観察の結果を論議して結論を導き出す機会を授業の中で多く設定していく必要があると思

われる。普段の授業では、電流やモーターを使った実験・食塩を水や湯に溶かす実験・流れる水の実験な

どは積極的に取り組むことができていたが、実験結果を基に分析して考察し、その内容をわかりやすく記

述していく取組みの成果が十分ではなかったので、今後は考察や記述してまとめる機会を増やしていきた

い。 

 「理科室での実験や観察の回数」や「観察や実験を行うことは好きですか」という質問に対して、「当

てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童の割合が高かった。しかし、「理科の勉強は好

きですか」という質問に対して、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童が約７２％

で全国平均より若干低くなっているので、子どもたちの興味・関心をより高める授業内容を提示していく

必要がある。 

「理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか」「理科の授業で学習した

ことは、将来、社会に出たときに役立つと思いますか」「将来、理科や科学技術に関係する職業に就きた

いと思いますか」などの質問にたいして「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した児童

の割合が全国平均と比べると若干低いので、学習内容を実生活や将来の生活や職業と結びつけ、関連させ

ていく取組みが必要である。 

  

 

 

 

 

 

 最も正答率が高かったのは、「野鳥のひなの様子を観察するための適切な方法を選ぶ」問題であ

った。また、乾電池や光電池などエネルギーに関する問題の正答率が高かった。 

 最も正答率が低かったのは、「流れる水の量と地面の削られ方を選び、そのわけを書く」問題で

あった。食塩水の問題など物質に関する問題の正答率が低かった。無解答率が最も高かったのは、

「食塩水の蒸発について、実験を通して導きだし結論を書く」問題であった。 



○●経年比較●○ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○●取組み●○ 
 

全体的な傾向についての分析 

 

・平均正答率は年度により多少の上下はあるが、

徐々にあがってきている。 

・国語Bについては正答率がすこしずつ上昇して

いる。 

・理科の正答率が、わずかであるが全国平均を上

回っている。 

・国語Aの無解答率の平均は全国の平均より低く、 

 算数・理科は若干高くなっている。 

   

 

 

 

 

学力高位層と学力低位層、エンパワー層について

の分析 

 

・学力低位層については年度によって多少の上下

がみられるが、今年度については下がっている。 

・学力高位層については年度によってばらつきが

あり、今年度はほぼ昨年度と同じである。 

・エンパワー層については年度によってばらつき

があり、今年度は割合が下がっている。 

 

 

 

 

 

学力向上に関する取組み 

 

① 授業改善をはかる。 

・模擬授業を基本とした教材研究、校内研究授業、校内研修会、実践交流などを通じて、各教員の授業力を高

める。また、ミニ研修を随時持ち、多様な学びの形態を習得しあう。 

・授業のなかで、自分の意見や考えを述べ、他者の意見を聞き取り、比較し、練り上げる「問題解決」活動を

より多く取り入れる。 

・「コミュニケーション能力の育成」、今年度は特に「聞く力」「話す力」に着目して話し合い活動が充実する

ような取組みを、日常的に続けていく。 

・「話し方名人」「聞き方名人」「ふりかえり名人」の項目を低・中・高学年別に設定し、教室に掲示する。６

年間を通した系統立てた指導、聞く力の育成を目指し、今後も子どもの実態に即した共通実践の設定や、検

討、検証を進めていく。 

 

② 基礎的な学力育成をはかる。 

・毎日の家庭学習を習慣づけ、家庭にも協力をよびかける。 

・夏休み中の学習会や休憩時間、放課後の個別指導を続け、きめ細やかな指導を進める。 

・問題解決学習を中心として、意欲を高め子どもたちが楽しいと思える授業づくりを推進する。 

・授業の「めあて」を提示して、「まとめ」で終わる授業を基本とし、「ふりかえり」を通じて子どもたちのつ

まずきに気がつくことのできる授業づくりを行う。 

・文章問題などを図式化してイメージ化しやすい方法を練習し習得させる。 

・単元や子どもたちの実態に応じ、習熟度別分割、単純分割、T・T等の授業形式を選択し授業を進める。 

 

③読書活動の充実や表現力を高める活動の推進 

・読書タイムの実施、図書ボランティアによる読み聞かせなど、本との出会いを充実させる。 

・図書館支援員との連携のもと、足を運びたくなる図書室の環境整備を行うと同時に、各教科と連携した、読

み物の紹介等、「本を手に取ろうとする」きっかけづくりの取組みをいっそう推進していく。 

・本校に隣接している庄栄図書館との連携した取組みをすすめていく。 



○●子どもたちに育みたい力●○ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

５つの力 全国平均との比較 ５つの力 目標値との比較 

取組み 

 

・生活指導や食育教育の実践、保健指導などをとおして規則正しい生活習慣の確立をはかり、「朝食を毎日

食べる大切さ」を子どもたちや保護者にひろめ、元気力を育てる。 

 

・異年齢交流（児童会活動や特別活動の七夕朝会、あそびんぴっく、クリーン作戦、応援団、給食交流など）、

道徳教育の実践、人権教育推進部会の取組みなどを通して自己肯定感を高め、自分力を育てる。 

 

・自主学習など自学自習の習慣を低学年から計画的に定着させ、自分の目標に向かって計画を立てて学習を

する力を育てる。 

 

・地域の様々な団体と協力して、各家庭や子どもたちへのかかわりをつなげる機会を多くしていく。 

 

 

 

 

 

 

分析 

・「自分力」と「元気力」については、目標値を上回っていた。「将来の夢や目標」「役に立つ人間」「同じ時

刻に寝る」の３項目は全国平均を上回っているが、学級づくりなどでよりいっそう自己肯定感を育ててい

く必要がある。 

 

・１日の勉強時間については、全国平均の傾向と比較すると、３０分～１時間と答えた児童が本校では１番

多くなっており、学校以外での勉強時間が短いことがわかる。「同じ時刻に起きる」「朝食を毎日食べる」

の項目が若干ではあるが全国平均を下回っている。保護者にも朝食の大切さをより一層知らせ協力をよび

かけたい。 

 

・「よいところがある」「いじめはいけない」「計画を立てて勉強」の項目が若干ではあるが全国平均を下回

っている。道徳や生活指導などを通して指導していきたい。また「地域とのかかわり」「ボランティア活

動への参加」の項目が全国の平均より若干下回っているので、自分自身と地域や地域の人々との関りが少

ない児童もいることが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

本校 

本校 



 

 

○●体力●○ 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男子（小５ ） 女子（小５ ） 

 

取組み 

・本校は児童数に比べて広い運動場を有しており、体育館での体育の授業時間も保障されている。これら

の資源を活かして、体育の授業をはじめとして、様々な運動を経験し、動きを身につけられるよう意識

していく。 

・運動会では組体操の安全性を第一に考えながら、集団行動やダンスの要素を取り入れ、新しい集団演技

を創造し、全般的な体力向上をはかる。 

・行事ごとの体操の場面に「茨木っ子運動」を取り入れて普及をはかる。運動会では全校児童で実施し、

体幹を鍛え、体の動きを整える取組みを行う。 

・学級毎にボールや大縄を配り、休み時間に外で集団で遊ぶことができる環境を整える。 

・運動場や体育館の体育用具を整備し、個数も充実させる。 

・休み時間などにマラソンタイムを設定して、全校で長距離を走る機会をもうける。 

・なわとび・鉄棒・マラソンカードなどを活用して、子どもたちが自主的に体力向上に取り組めるように

する。 

 

 

 

 

 

 

（２）全国体力・運動能力、生活習慣調査 

分析 

・男女ともに、立ち幅とび・５０ｍ走・上体起こしが、全国平均とほぼ同じである。男子は５０ｍ走、女

子は２０ｍシャトルランが全国平均を上回っている。 

・男女ともに、ソフトボール投げ・長座体前屈に課題がみられる。今後、投げる力や柔軟性などを系統的

に高めていくとともに、体育の授業で基礎的な運動資質を高めたり、体幹を強くしていくことが必要であ

る。 

・運動・スポーツが好きですかというアンケート結果より、運動に対する意欲が全国平均より低いという

ことが読み取れる。この結果を改善していくためにも、引き続き、すべての児童が「またやりたい」「楽

しかった」と思えるような授業を考えていきたい。また、外遊びをはじめとした運動や動きをする機会を

持つことが必要である。 


